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「ランセット・カウントダウン」は、医学誌ランセットが主宰する
気候変動と健康に関する国際的な共同研究プロジェクト



2015年から毎年ランセット（The Lancet）は
年次報告書を発行



2022年のグローバルレポートには、世界の51
の主要機関から100名の専門家が集結



化石燃料への固執した中毒
は、私たちが直面している
同時多発的な危機の健康へ
の影響を増幅させている。

2022年レポートの
キーメッセージ



感染症に対する気候適性の変化。

主要な研究結果：

デング熱感染の気候適合性は、1951-
1960年から2012-2021年にかけて、A. 
aegyptiで11.5%、A. albopictusで
12.0%増加。

マラリアの感染シーズンの長さは、
1951-1960年から2012-2021年にかけ
て、アメリカ大陸の高地とアフリカで
それぞれ31.3%と13.8%増加。

1.3：感染症伝染のための気候の適合性
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主要な研究結果：
1981-2010年との比較では、2021年の気温の上昇は、トウモロコシ、米、小麦の作
物成長期を世界的に短縮させた。

2020年の熱波の日は、9,800万人増加した中程度から重度の食料不安を訴える人と関
連した。

1.4:食料安全保障と栄養不足

熱波の日により、中程度から重度の食料不安を訴える人の割合の
変化1981～2010年の世界平均に対する作物成長期間の変化
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ありがとうございます

アリス・マグシン
alice.mcgushin2@nhs.net

www.lancetcountdown.org
@LancetCountdown
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